
救命救急センターにおける   

小児救急医療の現状  

順天堂大学浦安病院数急診療科  

山田至康、田中 裕  

新生児死亡・幼児死亡（出生1000対）  

「 「垂  

新生児死亡＊  

（生後28日未   1．8  3．0  4．0  2．0  
満）  

幼児死亡＊＊  

（1～4歳）  
1．2  0．4  0．8  0．さ  

＊ 世界1位  ＊＊ 世界21位   

新生児死亡率は低く、幼児死亡率高い理由のひとぅに不慮の  

事故への対応のまずさがある。  

旦   圏  
平成19年厚生労働科学研究・子ども家庭総合研究事業による  
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1～4歳の死因の種類別死亡場所   
死亡小票 2005，2006   

交通事故、  

1病院当たり死亡  病死及び   転落、溺 水、火災、  火災、他  不詳の 死 病院数の   
数   、不詳 の外因死  不明  総死亡数  病院数      自然死  窒息、中 書、他不慮  

221   69   3   20   314   314  48．5％   
∠   l／J   ■●ロ   0   ロ   ltO   l0．∠7■   

3   

U   ∠Jロ  

134   54   4   9   0   201   67  10．4％   

4   110   16   5   4   136   34  5．3％   
5   122   22   2   4   0   150   30  4．6％   
6   89   17   0   2   0   108   18  2，8％   

7   122   15   8   147   21   3．2％   

8   56   7   0   9   0   72   9   1．4％   

9   53   14   2   3   0   72   8  1．2％   
10以上   132   19   4   157   14  2．2％   
15以上   257   

病院内死 
15   2   12   287   14  2．2％   

亡計   1469   294   28   84   5  1880   647  100．0％   
不明   6   3   48   59  

その他   6   41   16   5   79   
自宅   94   25   62   37   9   227   

病院以外の死亡育   106   67   74   56   62   365   
総計   1575   361   102   140   67  2245  

2
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小児の死亡からの提言  

1．1～4歳の小児死亡は、小さな施設で十分な   

集中治療を受けることなく亡くなっている。  
2．集約化・重点化によるPICUの設置とともに   

MC（メディかレコントロール）における小児の   

位置づけが必要セある。  

3．外傷をはじめとする外因性疾患にも対応する   
必要がある。  

◇   

小児高次救急への新たなシステムの必要性  

救命救急センターに対する調査  
経年的変化   

施設数  123  

回答数（％）   91（74．0）   

小児救急実施  80（87．9）  

ER型  39（42．9）  

PICU  15（19．5I  

160  202  

118（73．乳  82（40．6）   

110（93．2）  gO（97．6）  

4（6．6）  31（37．8）  

N．P・  11（13．4I  

85（77．3）  N．D．  

N．D．  20（24．4）  

N．D．  31（37．8）   

202  

138（68．3）   

120（86．9）  

N．D．  

28（20朝  

教育・研修体制  
確立  

小児科専従医  
あり   

トリアージ   
システム  

N
 
 

8
 
 

D
 
 

8
 
 
 



β本舶厚芦会小児戯虐耗財委貞会．謬蒼作こ成／タ辛ノ   

●救命センターの稼動状況における小児患者比率  
（症例数の中央値で比較）   

●小児受診者は半数のセンターが年間2400人以下・6．5人／日以下  

．小児の総受診者数は成人の16．4％  

●小児の入院数は成人の11．0％  

●小児の救急車搬入症例数は成人の5．7％  

●小児のCPA症例は成人の2．3％  

●入院における内因性疾患と外因性疾患の比率は1：1．7  

●ICU入室は成人の2．4％、14件／年  

●重症小児のPICU転送経験施設は23．2％（32施設）  

5   



β棚厚学会小児及急＃′財要吉余罪否「平成／β辛ノ  

●時間外における「重症児」への小児科医の対応は？  

：11．6％  

：67．4％  

救命センター内に：5．8、％ 

施設内（センター外）：31．9％  

その他  ：15．2％ 

●時間外の小児の外科系疾患に対応する医師は？  

いない  ：31．9％  

いる  ：59．4％  

小児外科医  

成人一般外科医  

整形外科医  

脳神経外科医  

形成外科医  

その他の小児系  

：16．7％  

：39．1％  

：32．6％  

：38．4％  

：15．9％．  

：20．3％  

6   



β本舶犀学会小ノ官戯虐＃ノ財委貞会ノ謬査作乙好／β牟ノ  

●救急診療科が利用可能なICU病床はありますか？  

ない  5．8％  

ある  89．1％  

（センター内：76．1％ 本院内；26．1％）  

その他  1．4％   

●優先的に小児が利用可能なICU病床はありますか？  

（PICU）  ない  68．8％  

ある  20．3％   

（センター内；11．6％ 本院内；13．0％）  

その他  10．9％   

7
 
 
 



β聯厚学会〃l児戯点線j雛要点会務査  
●収容後の入院病床は？   （比率数字は全て％表示）  

センタT内  本院内 

型別   年齢  

出血（虐待）8m  71．0  2．2  2．2  7．2  19．6  13．8  8．7  2．9   

；PAOA） 2y  了0．3  2．9  2．9 6．5   17．4 5．8  1．4   

積  】9．4          3y  51．4  9．4  2．9  6．5  11．6  37．0   9．4  1．4   
積発作  6y  41．3  8．0   ■2．2  6．5  け4芦35・5   10．9  0．0  

傷   8y  72．5  、1．4  2．2  7．2  20．3！5．1 5．1    2．2．   

●入院後の主たる診療科は？ （比率数字は全て％表示）  

症例別  年齢  救急科  小児科  中治療科  

頭蓋内出血（虐待）8m  

濁水（CPAOA） 2y  
痙筆重積  3  

喘息重積発作  6  

腹部外傷  8  

鵬会  

●小児救急を9割の施設が24時間365日体制でおこなっている  

●看護トリアージめ実施や小鬼診療ブースの設置は2～3割である  

●初療医は小児科医が過半数を占めたが、中等症～重症例では   

救急医の比率が増加し、連携がみられる 

●重症児への小児科医の時間外対応は67．4％で可能であるが、   

センター専従の小児科医のいる施設は5．8らると少ない  

●小児外科系疾患への時間外対応は59．4％で可能であるが、小児   

外科医の対応は16．7％と少ない  

●センター専従医の資格は、PALS43．5％、小児科専門医42．0％、   

小児外科専門医11．6％である   



尻本救急厚学会小．好放念＃劇委貞会  

PJCU／二ついて‘  

●小児の優先的利用の1CU（PICU）病床を有するのは20．3％である  

●救命救急センター1施設に2床のPICUがあるとすれば、   

0．2×2床×202＝80．8で、全国の救命センター202施設では実質   
的にはPICUは80床程度になる  

●現状では重症小児では成人ICUに収容される率が高く、救命セン   

ターの成人ICU80床程度がPICU不足をカバーすることになり、小   

児施設のみならず、救命救急センターヘの設置も重要となる   

β本舶厘学会小児炭虐＃劇委貞会  

モデル症例対応調査  

●電話の応需への対応は、内因性・外因性疾患を問わず80％が救   

急医であり、痙撃川嵩息でも小児科医は20％である  

●受け入れ拒否は10％程度であるが、拒否の理由は年齢・外科医・   

オペ室等がある  

●入院後の収容病床は外因性疾患では成人用ICUが90％、痙撃用嵩   

息等の内因性疾患でも小児病棟が40％、成人用ICU60％である  

●PICUはすべての疾患で10％前後である  

●入院後の診療科は、痙撃一喘息では小児科が80％、溺水では60％、   

外因性疾患では救急が30～50％、頭蓋内出血では脳外科、腹部   

外傷では外科医が担当するなど、多くの診療科が小児疾患の入   

院治療に協働している  
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小児3次救急（2007．4．1～2008．5．31）  

・順天堂大学浦安病院 653床  

・新型救命救急センターICU15床  

・一患者総数1045名 小児患者38名（3．6由）男児／女児：21／17  

・内因性疾患19名  外因性疾患19名  

ii－－－■．  
2  拡張型心筋症  

SID5  

麻疹間質性肺炎  

AVM  

その他   
横隔膜ヘルニア  
DKA   

急性脳症   

細気管支炎   
脳梗塞   
不明  

交通外傷  
2  

2  中毒  

2  

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 
 



順天堂大学浦安病院救急患者動向  

（平成18年度）   

受診患者総数   21407名   

成人18335名、小児3072名  
入院患者数  3033名  

ICU入院数  628名  

救急車搬入件数 5251件  

小児腹部鈍的外傷の9例（2007．9－2008．12）  

輸液t輸血・  
TA【  

1 1ユ  ー  転落  肝   腰椎・踵骨 摂食障害  

なし  輸液・打   

なし  輸液・CT   

2  6  M  交通事故  肝・腎  肺   

∋   怠  れ1   転落  腎  なし  

自転車  
転倒  

肝  なし  なし  輸液・CT  

肝  肺・脛骨  ADHD  輸液・CT  

肝  肺・肋骨  なし  輸液・CT  

牌  なし  なし   輸液・CT  

牌  なし  なし  輸液・CT   

十二指腸  なし  なし  輸液・口  

4   11   F  

5   7  ht  交通事故  

甜
拇
甜
閥
鯛
 
 

6   15   M  

7   11   れⅠ  

8    8    F  

9    9    f’  
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小児急性中毒の5例  

アセトアミノ   ．川． 活性炭、N－アセチルシステイ  1  15   F   

2  2  M  

3  8  M  

4   1   M   

5  2  F  

6   15  F  

暮CU  
フェン  ン  

一般  輸液   

ICU  輸液  

ICU  輸液   

l⊂U  輸液   

一般  輸液  

ベンゾジアゼピ  

ン  

ベンゾジアゼピ  

ン  

ベンゾジアゼピ  

ン  

ベンゾジアゼピ  

ン  

活性炭、下剤、輸液、  
PAM、硫酸アトロピン  

7  5  F  メタミドホス  ICU  
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PICU調査（日本集中治療学会新生児小児集中治療委員会■2004年）  

Pに∪（独立看護単位）  

病床  

専属医師  

PICUを備えた小児施設の配置計画  

PICUを有す  
必要病床数●  中核病院数   る中核病院数  凸   

北海道   20   6   2   

東北   40   5＋α   1   

関東   14（i   24＋α   15   

北陸・中部   ＄4   1ヱ＋α   9   

関西   S7   16   9   

中国   31   6   5   

四国   16   3＋α   ヱ   

九州・沖縄   63   13   7   

総計   ・は7 床  ＄5＋α 施設  51施設   

lCU必要数1床／小児4万人  

米国1床／小児人口之万人   

EU l床／／小児人口4万人   

＊lCUは10床規模とする  

小児救命救急センターの医療態勢（小児科学会）  

組織 小児救命救急センターは小児救急部（外来）とPICU（入院）で構成する。  
小児救急部  外来治療。入院病床はない。ベッドは初期治療・観察が中心。  
小児集中治療部 集中治療室病床 Pediatric［ntensiveCareUnit  

PICUに院内患者が入院する場合は、（救急＋院内）の両方の患者を扱う。  
人員 24時間応需体制のもとで  

小児救急部  
小児救命救急専門医が必須  
小児救命救急専門看護師が必須  
小児集中治療部   

小児集中治療専門医・小児集中治療専門看護師が必須  
病院内に必須  
小児科医  
麻酔科医  
小児外科医  
技師等（診療放射線技師、検査技師、薬剤師、保育士）  
30分以内に必須  

放射線科医  
循環器科医  
臓器専門医（腎臓、血液・悪性腫瘍、内分泌、消化器、アレルギー、神経、呼吸器、精神科、感染症）  
外科（小児外科、脳神経外科、整形外科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、形成外科、口腔外科、婦人科、  
微小血管外科、手の外科、眼科、心臓血管外科）  
技師等（診療放射線技師、ME技師、検査技師、薬剤師）  

技師等（ソーシャルワーカー）  
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PICU設置基準  
小児▲中治■那投tのための指針 －2007年3月－  

U木鶏中治療l来手全集巾治療輝設置鵜坤検討委日食● 

同 新賞児・小児葉小治蝶香n台り  

日本小児棉ず倉小児匿撥故イ・・救急7uジェクトナーム■一  

厚生労働杵サ研究やれ白物金医療技術詳飴総合研究群発  
小児瞑♯におけろ壕全管理相打の電動二閑↑る研究班＝  

■■■l■■▲l■■●1■dl■■・   

ポ炸1ニ【れ★■事＿車tT■れ小上tり   

だり”鳶九嘩：北九州櫓1八㈹小た■£セン▼一l   

■∬ r仲川川はほ＝とも犬■t／ナー餞景it■HI   

にM■工！★書■ニ8ト事¢■小鸞抑   

扉鵬－1卿t戚T■■セン◆一事嶋■日々如別辞   

■井七幻11玉■付人事t合方■tン◆一小環糾）   

ヽナ ■l■■■t‘▼■▼■4・じ鴫l   

矧～粘■小川欄■1■とンI一瞥けー和才A静■川   

舟▲L －1大■▼別㍍川ほ■k小兜ドl   

川◆脆■ll・事れJl■大鵬小父Il】   

む■綿171t甚大ギhサ■■一小史苓）   

烏 鮒（ヽ1T▲ローlしt仙d・鷺q】   

曾山 ⊥l人℡よk食t畏れR小一ql   

山円座中■■七▲人ナ皿サー刑■欄ザ■l1■魯・■kli●  

■り  
ItH嶋久l追t人事1年■小一Ml   

ね才■（土和良1嶋院小父l里   

●¶丁れl大■れ上何丁≠tヒ■旺ーヤシ▼‾l  

l11■■   

セ灘 ■ll■士■亀井■tン■－l一刃弓■■  

‥■■■▲、Pl♪■「■■t▲ ●－ト●■十d¶甘l  

∫r■■■   

r■tlしl■モー■▲■こ．●l■■■■■1ヽ●●い  

■l■■luJ■■■▼■．■ 一ヽtl▲h■■l   

サ■鳶可【llIエ攻打bkセンター麟竃がt■扶tl一事■  

▼■l   

■■■■t■丁■亡■■hヤア ヽ■ll■り■■〉  

・・抄ヰ償上11傷ヽ女■牧■小机■Rま竃】－ぜd■■kl  

■▼   
t叫Il■■人●■▼■r■t■■■■■叫▼■－■  

量】   
◆L■亡l■■▲、ヽ■＝tq■■■■■＋■■11   

拉Il■ 町（石■肘立■綱川〉   

ヱH■■（l・介■l■■山■彙嬢書n・1中敵■¶）   

∈■ ■（ltゲイノ†一．ホ1ヒタIrすイーー〉   

‥討鳥丈■（用心tF■■■ンタ・■●きサ■緻さJI■  

叫：■Rユ  

l：川尤象〟いはJ川用け八■■r：小t鮎センI‾l  

l1日け■（■■q上：どもれ艶気巾檎耶lユ   

■■ ■1■F什■⊥こ上、■■■●ン■－■■J■ヽl   

れ■■仁（汁■■訂■＃■■セノl－・ことt旺讐▲ン  

▼－小兜fll   

■櫨1ヒぐ1jり／鉱‖人事8子■憫■●ヾンターtけ  

鸞■「●‖   

■■ヽ 円けり11■■■，●－▼r■◆■■■■   

■■■■こ■▲■√り．▼t▲ヽ■t●－ナtl小   

島■僧せ＝牒川‖R止■q人すす■嶋牡牛ふ■＃l   

捗細≡血l■一大讐■亨■小黒≠l   

節▲鷹之I切立d一匹甘tンクー†N■中絶■膚J   

竹《 ■畑地五月大サとちJ子と■もー蠣tンナー小月  

▼■■中止■こ■l  

J細山 5rげIl【大事大？Rh■■¶田川仲川日  

出コ発揚   
・｝t ▲l■∧■■1■ヽ■1て1皿tl■■■■t■い  

■・▲  －■－  

〃l腰感度貞女ンタ←願〟l願学会ノ  

川l見紛訊赦免ヤンノ9－  病院本体  

小児救急部  小児集中治療部   －→ハイケ ア・ユニット  

→一般  
Ac（）id即1t即1d  P8diatriclntensive    病床   

急病   
El㈹「g8価y D8P8rtl値nt  

Car8〕nit  

PICU  

救急  
巳   一三≠  ←院内  

患者   

送 病院  
間瀬  
送  救急部から  

等、院内各  
の入院患者 6床   

帰宅    t持相談  蘇生  の 焼患者病床   

検査  処置  

凹  

他の書門施  
設へ転送  
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小児救命救急センター試案  
日★′ト兄♯攣舎小鬼E轟義手・蛙プロジェクト  「コ  

日本小兜絆会小繋臣■魂壬・■tプロジュク   

1tt   小児救命救急センタ  （‾1  

200万  ⊂  l帥万  

祁方  11万  

町桟痛快  
高速  一環，拍、ら湛えにゆ（．  

の  ●●●■pn  集ヰ履け‖l門  

搬送  種  
救命畿最前Mt外来）  ▲中治療酢「1（入陳）  

hr■汀甘「仙川  
触p■nl■r－El¶l  

∈mrl●▼℃yuod‖抑■  D■■■1爪WtT■1ul   

1型  kGdo河■ndElmr暮■nCy  
D■叫「血ntT√■uイn■   Un止  

外東処tベッドl（平生・   類   
処1・厳青）   はこ九に追加  

平均在辰巳数  封  ！l01はl董欺■l完カlれし  平均在丘日払  トキ■－▼√■●t■■  は短舟肌が札しい   
臣折   ．■ ． － こ1  l一  ，・‘ 二  山＿且岨匿証   常勤2、請書    常軌l．研捧臣l  

■門医   
■∩■t鷹は乗■立ド  

小児厳命根書門島2  小児■中治■●「1臣1   つ曾．僧先の嘉M■に匹  一門医   止丘厳命娩  1監1  川、月▲中治▲）  ｝量は煮托古  

■丁も●として書iる  

M慕■欄 小児I4．．  同書∩匡●孜の珊  匝   小児ド，β折払，l救命上土 指、■書け■I二〉   
事rl医膚書中の驚lわ臣   

．・■’：二   

・！ L．   
3   

Jて － 二＿   
，ここ・   

ll名榔）   【院内体制は別にあー）  

（2名優Il）  く院内ケ職分は別に仏書）  
小児1尋医、輔科  

睡こ箭  
30労以内に勤Åで含も    小児叫鑑l■1讐 は、瞬こ吸曇、精神  

鞠掛軋書洲  
ル 帽劃L心■血書舛   

農村、形成外科、叫軋心▲血t外料）  ■雄努  
■ll締  吐盟暮中；如l書∩■  

け訪  
小児▲中浩一1事「I■11踊   

常時5（tl吉相i舅1．外箕  
劇  常笥1外来迅tヱトリアージ   ＝  鳶焉）  三交代■lを▲本と丁る   

■一隻師  処t・ベッド対応3、トリ  常時J  交代■ごを事1とする  その他ニメチノカル（成人  

その他コメディカル  と共二■で）  

級別Il利枝匝   ▼■1  ■l貫1賂Mt簡  放舶け瑚技邑！   常時1  痍托鉢「t樗  

線量I⇒技師   ▼■†  ■■■∩■■  繍責l斗技師   t●十  鐸猥島n一書  

兼刑師   ▼●十  ■騒廿M■且  t和蜜   徴韓1  ■■■■■■  
保▼士   昼Ⅶl  繭l完納nl■  促▼士   常時l  ■1■1t■  

コロ分以内にIb員   ソシャルワーカ  鋼l完†ln薫層  18分以内に鮎Å   ノシ十ルワカ  在院鮎「一九  
常時2  ■F■nt■  受イ寸、事縄、t己使、臣膚18抜  

常喝2  鋸則腔Ⅶ爛  
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結  

1．救命救急センターにおける重篤小児の救急体制確保の   

ためのモデル事業が必要である。  

2．重篤小児の救急対応にはPICUの存在が欠かせない。  

3．PICUは小児病院に置かれる1型と救命救急センターに   

置かれる2型からなる。  

4．小児科医のMC（メディカルコントロール）体制への積極的   

参加が必要である。   




